
能性をみた｡グリーンツーリズムは､｢都市住民

-のゆとりある休暇｣ と定義されるが､グリー

ンツーリズムが提唱されて数十年､現在は､む

しろ ｢地域を元気にするもの｣｢まちづ くり･ま

ちおこし｣ としての役割が大きいといえるだろ

う｡

奥多摩地域シカ食害の現状と課題
地元インタビューと23区意識調査を踏まえて

萩 原 あずさ

野生動物は人類の共有財産であるという考え

方が､生物多様性条約などによりグローバルな

共通認識となりつつあるが､一方で野生動物 と

人間生活との乳蝶 も大きくなっている｡ 日本全

国での野生動物による農林業被害は200億円を超

えるといわれる｡ そのなかでも､1990年代以降､

シカの食害が急増している｡

東京都においても､平成 16年7月､奥多摩地

域のシカによる森林破壊がクローズアップされ､

本年9月､東京都は初めてシカを対象動物として､

鳥獣保護狩猟法にもとづ く特定動物保護計画を

策定 した｡ これによって､囲い棚や防除ネット

の設置などに加えて､現在生息が推定されてい

る2000頭のシカを平成20年度までに400頭に削

減するという大規模な個体数調整に舵が切 られ､

シカ狩猟の緩和と管理捕獲の実施が宣言された｡

本稿では､まず､日本での農林業被害､シカ

の生態を概観 したうえで､奥多摩地域のシカに

焦点を絞って､その生息実態､農林業-の被薯

実態､捕獲の状況を明らかにした｡続いて､奥

多摩地域の森林の再生とシカとの共存を目指 し

て策定された ｢東京都シカ保護管理計画｣のワ

イル ドライフ ･マネージメントの理念 とそれに

基づ く具体的な対策を分析 した｡

それを踏まえて､筆者が独自に実施 した奥多

摩町長をはじめとする地元関係者へのインタビ

ューと23区住民意識調査を報告 した｡そこから

見えてくるものは､世界都市として繁栄を続け

る大都市東京の片隅で進行する過疎 と高齢化､

林業の衰退､個体数調整の担い手である猟友会

の疲弊､科学的な生息数調査の重要性 と困難さ､

奥多摩町が観光の起爆剤 と考える食肉化事業の

前途多難､そして､奥多摩地域の森林 とシカ食

害についての無関心であった｡

豊かな森の象徴 として親 しまれてきたシカが､

奥多摩地域で真に人間社会と共生 してい くため

には､都民が当事者意識をもって､東京の水源

を育む森林のあり方を考え､モニタリングによ

る検証を前提 としている ｢シカ保護管理計画｣

の今後を注視していくことが必要である｡

メイ ド喫茶から眺める秋葉原の変化
-アキバ､メイ ド喫茶ブームをめぐって

長谷川 未 来

近年オタク文化が注 目を集め､｢アキバ系｣

｢萌え｣といった言葉がメディアでも大きく取 り

上げられる ｢オタクブーム｣が起 こっている｡

かつては日本一の電気街であった秋葉原は､現

在では日本一のオタク街 としての方が名高 く､

ブームの波を受けて街の様相をめまぐるしく変

えている｡

オタク街としての秋葉原を語る言説の中で必

ずといって良いほど取 り上げられるのが ｢メイ

ド喫茶｣だ｡かつてはオタク層を対象 としたマ

イナーな存在であったメイ ド喫茶は､いまや外

国人客も訪れる程の観光名所 となっている｡ ブ

ームの盛 り上が りとともに秋葉原は観光地化 し､

メイ ド喫茶にはガイ ドブック片手の一般客が押

し寄せ さなが ら観光名所の扱いを受けている｡

メイ ド喫茶自体がここ数年で出来た新 しい文化

であるにも関わらず､その認知度はいまや一般

層にまで広まっているのだ｡この波を受けて秋
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